
 

 

第 10回 

地域 SNS全国フォーラム in姫路 

 

分科会２Ｂ 

 

『教育・生涯学習への地域ＳＮＳの活用 

－think globally act locally』 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年６月２日（土） 

９：３０～１１：４５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（空白） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



プロフィール 

 

コーディネータ 

畑井 克彦（はたい かつひこ） 

いたまちＳＮＳ管理者。1993 年に、伊丹市教育委員会事務局指導主事として教

育研究所に勤務。 1995 年に、阪神淡路大震災を体験し避難所が地域のコアにな

っていることを知る。そして、ボランティアにめざめる。1997 年に、神戸・姫

路・伊丹の 3地区共同の Net Day を関西で初めて開催。その後 NetDay で和崎宏

さんと全国行脚する。（ハノイの日本人学校 NetDay）市内イントラネット構築、

学校間の壁を越えた教育の実践を推進する。2002 年から、伊丹市立伊丹高等学

校に勤務。情報科免許取得。2003 年に、いたみ商店街活性化プロジェクトを情

報科の総合実践として取り組む。2006 年から、関西学院大学フィールドワーク

を担当。高大連携のスタート。2007 年から、いたまちＳＮＳ運用開始。 

 

コメンテータ 

中杉 隆夫（なかすぎ たかお） 

姫路市教育長。1949 年兵庫県生まれ。高校の国語教諭として勤務の後、1993 年

兵庫県教育委員会事務局高校教育課指導主事。1995 年の阪神・淡路大震災では、

教育の復旧復興に向けた学校防災教育の体系づくりや関連施策の企画推進に取

り組んだ。その後、高校教育課副課長、同主幹、教育企画室長等を経て 2004 年

度から、全国最初の防災教育専門学科が設置された兵庫県立舞子高等学校の校

長を 3 年間務め、ＴＶ会議システム等を活用した情報の発信やネットワークづ

くりに取り組む。校長職としても県立小野高校や県立姫路西高校など 5 校の高

等学校長を歴任し、兵庫県公立高等学校長協会会長も務めた。近大姫路大学講

師を経て 2010 年 10 月より現職。 

 

パネリスト 

上野 浩司（うえの ひろし） 

沖縄尚学高等学校・附属中学校理科教師。部活アイアーン沖尚顧問。琉球大学

理工学部海洋学科卒業、大学卒業後、新聞社勤務、予備校講師、公立中学校教

師を経て、2002 年より沖縄尚学高等学校勤務。アイアーン・ジャパンカントリ

ー・コーディネータ 

 

 

 

 



仲野 博正（なかの ひろまさ） 

（特）阪神ＮＰＯセンター理事。1954 年 3 月大阪府生まれ。伊丹市立市民まち

づくりプラザ施設長。1977 年中央大学法学部卒業後、株式会社クリエイティブ

センターを経営。大手損保・情報機器メーカー日系・外資系証券会社多数を顧

客とし、情報処理人材ビジネス分野で業績を伸ばす。2005 年経済環境の激変に

より会社自主解散後、保険代理店を経営。2009 年に認定ＮＰＯ法人日本アニマ

ルトラストに広報として入社。日本財団から動物愛護分野では初めての助成金

を獲得、又関学ストリートダンスサークルと連携ＡＴＣで観衆 1000 名を集める

チャリティイベントを開催するなど活躍。2009 年秋には阪神ＮＰＯセンターと

協働事業体を締結、伊丹市民まちづくりプラザの第三期指定管理者に選定。2010

年より伊丹市民まちづくりプラザ施設長として勤務し改革に取り組む。 

（特）阪神ＮＰＯセンター 

http://www.hanshin-npo-center.jp/ 

伊丹市立市民まちづくりプラザ 

http://www.itami-machizukuripuraza.jp/ 

 

名倉 克己（なぐら かつみ） 

グローリー株式会社勤務。そのほか、姫路市立姫路高等学校 PTA 副会長 姫路

市立曽左小学校ＨＰ作成委員会所属。1962 年 1 月 11 日兵庫県姫路市生まれ。 

2000 年 3 月の曽左小学校ネットデイを機に播磨地域、沖縄県内のネットデイに

参画するとともに、教職員、保護者、地域ボランティアで構成される曽左小学

校ＨＰ作成委員会の一員として、全国に先駆けて、修学旅行等宿泊行事にて「子

ども・保護者・学校をつなげる双方向メール配信」のシステム化を推進。 

2003 年姫路市学校ウェブページコンクール最優秀賞や第 9 回全日本小学校ホー

ムページ大賞（通称 J-KIDS 大賞 2011）において、9年連続の入賞を果たす。10

年連続入賞に向けて奮闘中。 

 

早瀬 公夫（はやせ きみお） 

掛川タクシー代表取締役。掛川市職員として静岡県出向を含め情報政策を 26 年

間担当。平成 18 年のｅ-じゃん掛川の開設に関わる。公共施設間をつなぐネッ

トワーク整備、地域ＩＴ講習、住民基本台帳カードの多目的利用推進を担当。

平成 15 年「全国自治体 善政競争・平成関ヶ原合戦（ＺＥＮＳＥＩ・バトル）

にて『掛川市は「良質な情報の受発信基地となれ」』で参戦「平成の関ヶ原合戦

功名賞」受賞?。平成 17 年３月の市町村合併ではコンピュータシステムの統合

を指揮。掛川商工会議所常議員、シニア情報生活アドバイザー、静岡県地域情

報化コーディネーター、静岡県ＩＣＴ利活用推進懇談会委員等を兼任。 



平山 彰 （ひらやま あきら） 

東播磨地域ビジョン委員会第６期委員長。連合兵庫東播磨地域協議会初代議長、

高砂市勤労者福祉対策協議会会長、兵庫県心豊かな５００人委員、兵庫県立嬉

野台生涯教育センターセミナー企画委員、小野市男性いきいきセミナー企画運

営委員などを歴任。東播磨生活創造センター構想検討委員会委員、ハートラン

ドぐり石ネット代表を兼職。 

 

薮内 昌彦（やぶうち まさひこ） 

いたみＩＴ倶楽部。1962 年 9 月 9 日兵庫県生まれ 1985 年関西学院大学理学部

卒。卒業後は伊丹の地元企業を経て、1991 年より大阪市内のＩＴ関連企業に入

社、現在はシステム開発、ネットワーク構築・運用などの業務に携わっている。 

この傍ら、2000 年 5 月に地元のネットデイ活動を支援すべく「いたみ IT 倶楽部」

を立ち上げ代表に就任。市内では有岡小学校、鈴原小学校をはじめ他近隣地域

でのネットデイ実施を支援した。最近では市内施設でパソコンヘルプデスクを

定期的に開催している。 

その他に、2003 年頃から ICT を活用して子どもたちの国際交流を支援するＮＰ

Ｏ法人「グローバルプロジェクト推進機構(JEARN)」の活動にも参加し、会員と

して海外とのテレビ会議の実施などのサポートもしている。 

 

伊丹市立伊丹高等学校のみなさん 

高校生については、プロフィールに変えて、地域活動を行ってきて得られたこ

と、つまり自分の成長について書いています。 

 

戸井 木々蕗 （といこころ） 

地域のイベントをとおして、自分の立場を認識し自分が動けないときにどうし

たら相手を動かせるのか、どうしたら相手が動きやすいのかを考える力がつき

ました。 

 

勝田 知正（かつだかずまさ） 

この１年でたくさんのイベントを経験したくさんの失敗をしました。なので大

抵のトラブルには対応できるようになりました。 

 

池田 美希（いけだみき） 

地域活動などで自分で企画したり、たくさんの方とのつながりをとおして自分

の可能性を発見することができた。 

 



 

鵜飼佑里果（うかいゆりか） 

多世代のたくさんの方と出会い、人の意見をきき自分の考えと合わせて行動に

移す力、コミュニケーションをとる力がつきました。 

 

長橋千秋（ながはしちあき） 

地域活動に関わる方々の熱意に共鳴し、自ら自分の本気を働かせたことで出会

いのチャンス・活動への参画を逃さず行動できるようになりました。 



教育・生涯学習への地域 SNSの活用－ think globally act locally
上野 浩司

インターネットが学校に入って来たとき、どのように教育に用いるべきかと考えた。調

べ学習に使うには、当時の日本語データの状況はまだまだおぼつかなく、大学などとつな

いだ遠隔授業や遠隔地との交流授業、テレビ会議などを行ってきた。しかし、インターネ

ットは世界とつながっているからインターネットである。国内だけの利用では、本当にイ

ンターネットの真価は発揮していないのではないか、と考え始めたときから、国際協働学

習につながってきた。

私がそこで出会ったのが、アイアーン（iEARN：International Education And Resource
Network）であった。現在、世界 130 カ国以上の学校が参加し、教室と教室を結び世界最
大の教育ネットワークである。最初は海外との学校制度の違いに戸惑った。多くの国は、9
月から新学期が始まるため、交流が始まるのが秋、交流が山場を迎える春に日本は年度が

変わる。まず、これが壁だった。また、日本では年間授業計画の中で自由度の少なさが、

授業で取り組みを難しくした。結局、部活動という形で全てを解決した。交流を通して、

英語も 1つでないことを知った。ネイティブでもスペルミスの英文を平気で書く。まして
や、英語を母国語としない国では文法のミスなど当たり前。間違った英語を書いてはいけ

ないと四苦八苦していた自分が、なんだかバカらしくなった。

様々な国と交流をはじめたときに、イラン南部地震が起こった。

同じ年に、イランの親しくている先生の友人がノーベル賞を受賞した。友人の友人がノ

ーベル賞を取ったのである。私たちも大喜びした。しかし、その年の暮れに、イラン南部

地震が起こり、友人の友人が亡くなった。当時、国際交流の部活が軌道に乗り出したとこ

ろだったが、部活で募金活動をはじめた。その後、インドネシアと交流をはじめると、イ

ンドネシアでは毎年の様に地震が起こっていることを知り、実際に現地で確かめると、地

震で倒壊した学校が復旧するのには 1年以上かかることが分かった。そこで、私たちは毎
年、インドネシアに募金を送るために余った年賀状を集めて募金を作る「書き損じハガキ

プロジェクト」を行うようになった。今は東日本の被災地支援が、部の主な活動になって

いる。

環境問題を気にする生徒が、海外のゴミ分別、環境問題を交流校に問い合わせた。意見

交換しているうちに、自分たちの学校のゴミ分別状況を少しでも改善したいと、校内のゴ

ミ箱を全部ひっくり返して、ゴミを分別するようになった。ペットボトルのキャップを回

収し、エコバッグを自作して販売した。

Think globally Act locally. それは、難しいことではなかった。
海外と交流することは、常に自分たちの足下を見直すことにつながる。相手から、「あ

なたたちはどうなの？」と聞かれる答えを探すことは、常に自分たちを見つめ直すことに

なる。地球環境を考えるときに、北極の白クマを助けることは出来ないが、使っていない

教室の明かりを消すことはできる。少し気をつければ、資源ゴミを分けることが出来る。

生徒たちの活動は、他の生徒たちに広がり、家庭に地域に少しずつ広がり続けている。



 

 

 

伊丹市立市民まちづくりプラザと 
地域SNSの役割

小さな公共施設 

 

伊丹市立市民まちづくりプラザ 

伊丹市西台1-1-1伊丹阪急駅ビル３F 

まちプラURL http://www.itami-machizukuripuraza.jp/ 

阪神NPOセンターURL http://www.hanshin-npo-center.jp/ 

                     TEL072-780-1234 

                     FAX072-785-0234 

 

 

実効面積８０㎡（スタッフ占有領域をのぞくと６５㎡ 

 



当初任務としてはNPO法人の設立運営支援や、市民活動の運営支援という中
間支援任務が主たるものであったため、コンサル的色合いの濃い業務展開 

いかに伊丹市民にまちづくりプラザの浸透を図り 

市民利用の拡大と機能拡大を図るか 

第３期の重要課題となってきた 

 

 

平成15年制定・伊丹市まちづくり基本条例に基づき、 

市民主体のまちづくりを目指し 

平成１６年夏に伊丹阪急駅ビルの３階に既存施設を利用するかたちで開設 

 

運営については公募指定管理方式が採用 

平成１６年7月から（特）阪神NPOセンターが受託運営 

１期２期目を通じて伊丹市内をはじめとする多くのNPO法人や幼稚園等の設立
運営に関わり一定の成果を果たしてきた 

一般市民の方からは縁遠い存在 

１期２期 H16-H21 

 
３期目H21-H24の課題 

 

施設運営・コアな中間支援へ傾斜 

利用者の偏在化 利用世代の偏り 

市民の繋がり拡大  
市民利用の拡大・機能拡大  
多世代利用 

(特)阪神NPOセンターと、広く市民に支えられる活動を得意分野とする

（認定・特）日本アニマルトラストが協働事業体を組み、１期２期で顕
在化してきた課題に対応することになった 

 
３期目のテーマはLINK 

 



リアルタイムでは長時間かかる信頼関係の醸成 

信頼関係が根底にないと緩やかな繋がりすら出来ない 

LINK 人と人が繋がるには何が必要か 

地域SNSを活用すると極めて短期間に仲間意識や信頼関係が醸成 

 
まだ会ったこともない市民のみなさん 

 

 
３期目のテーマ・LINKを形にする 

 

◎市民にいかに気軽に足を運んでもらえるか 

◎緩やかな繋がりをどうつくるか 

◎多世代利用の促進（特に若者の利用） 

☆来客応対の改善 職員の態度 スピード 

☆施設内の改造 市民中心 職員スペースを最小限 

☆情報発信 HP ブログ 地域SNS  You Tube Ustream 

☆若者利用促進 いたまちSNSが強力なツールとして機能 

 
年代の異なる市民のみなさん 

  
高校生・大学生のみなさん 

 

緩やかなつながりとよく言われるが 

数か月で緩
やかなつな
がりの基礎
ができた 

 
完全アウェイの状態 

 


